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日本獣医師会のマイクロチップ指定登録機関の指定について 

 

公益社団法人  日本獣医師会  

令和 3 年 6 月 16 日（水） 

 

各地方獣医師会会長 各位 

 

 平素からの本会諸活動に対するご理解、ご協力に感謝申し上げます。 

このたび、添付の官報（令和 3 年 6 月 16 日付け第 514 号）のとおり環境省告示

第 43 号をもって、本会がマイクロチップ指定登録機関に指定されました（指定さ

れたのは本会 1 団体のみです）のでご報告申し上げます。 

つきましては、本会、地方獣医師会及び会員構成獣医師等の三者が連携・協力の下、

適切かつ円滑な登録の取組みが求められますので、引き続きご支援を賜りますよう

何卒よろしくお願い申し上げます。 
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